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研究成果の概要（和文）：本研究では，粘弾性を正確に測定可能なMR elastography (MRE)システムを開発する
とともに，臨床用エラストグラフィ（MREとultrasound elastography）に用いることができるファントムを開発
し，システムを定量的に評価可能とした．また，定量評価によって得られたデータをまとめて公開した．さら
に，エラストグラフィの標準化を進めるために，北米放射線学会のquantitative imaging biomarkers alliance
（QIBA）と Japan-QIBA，および，IECのTC87-WG9にて得られた成果を共有した．

研究成果の概要（英文）：In this study, we developed an MR elastography (MRE) system that can 
accurately measure viscoelasticity, and developed a phantom that can be used for clinical 
elastography (MRE and ultrasound elastography) to enable quantitative evaluation of the system. In 
addition, the data obtained by the quantitative evaluation were published. Furthermore, in order to 
promote the standardization of elastography, we shared the results obtained at the quantitative 
imaging biomarkers alliance (QIBA) of the Radiological Society of North America, Japan-QIBA, and 
TC87-WG9 of the International Electrotechnical Commission. 

研究分野：医工学

キーワード： エラストグラフィ　MRI　超音波診断装置　ファントム　標準化　定量的評価
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研究成果の学術的意義や社会的意義
エラストグラフィは，弾性波を発生するための物理的作用，弾性波の測定，弾性波測定結果から粘弾性率への変
換，という３つの要素で構成されている．粘弾性率を正確に測定するためには，特定周波数で伝播する弾性波を
高い振幅対ノイズ比で３次元的に測定し，解析手法により3次元的に処理する必要がある．しかし，臨床用装置
では，撮像時間やコストなどの観点から測定精度に限界がある．各システムの特性を知るためには，標準となる
生体モデル（ファントム）とこれを正確に測定できするシステムが必要である．本研究ではこれらを開発し，こ
れらを用いた臨床用エラストグラフィの評価をとおして国内外での標準化活動を推進した． 

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
医師は触診により疾患の存在や進展による組織の力学的性質の変化を評価することがで
きる．エラストグラフィは，生体組織の粘弾性分布を非侵襲的かつ定量的に測定する手法で
ある．病理学的に小さな変化でも生体組織の粘弾性は大きく変化することから，疾患の病期
判定や鑑別にエラストグラフィは有効である．現在臨床では磁気共鳴画像装置（magnetic 
resonance imaging; MRI）を用いるmagnetic resonance elastography（MRE）と超音波
診断装置(ultrasound diagnostic equipment; US)を用いる ultrasound elastography（USE）
が使われている．エラストグラフィは，肝線維症の病期判定などに利用されており，今後
様々な疾患に適用されることが期待される．エラストグラフィを定量的画像バイオマーカ
ーとして利用するには，測定システムとしての定量性と再現性が高く，病期判定に利用でき
る統一的なカットオフ値が必要となる．しかし，現状ではシステムや施設が異なると測定値
に差が生じている．統一的なカットオフ値を求めるためには，システム特性に基づくバイア
スや誤差要因の理解と標準化が必要である． 
エラストグラフィは，弾性波を発生するための物理的作用，弾性波の測定，弾性波測定結
果から粘弾性率への変換，という３つの要素で構成されている．粘弾性率を正確に測定する
ためには，特定周波数で伝播する弾性波を高い振幅対ノイズ比で３次元的に測定し，解析手
法により 3次元的に処理する必要がある．しかし，臨床用装置では，撮像時間やコストなど
の観点から測定精度に限界がある．  
 
 
２．研究の目的 
各エラストグラフィシステムの特性を知るためには，標準となる生体モデル（ファントム）
とこれを正確に測定できするシステムが必要である．生体組織は弾性だけでなく粘性を有
しているため，測定周波数に依存して粘弾性が変化する．本研究では，粘弾性を広い周波数
帯域で正確に測定可能なMREシステムを開発するとともに，臨床用エラストグラフィによ
る粘弾性測定の定量性や再現性の評価，施設間や機種間の比較をするために，長期安定性を
有する生体組織の粘弾性を模擬した高分子ゲルファントムを開発する．また，測定手法や装
置メーカーなど，各種条件下での測定値を評価し，得られた結果を公開するとともに，エラ
ストグラフィの標準化を進める． 
 
 
３．研究の方法 
臨床用 MRE での測定周波数は基本的に 60 Hz である．一方，ARFI を利用する臨床用

USE での測定周波数は 100 から 500 Hz と考えられている．MRE により高粘性物体の内
部に弾性波を発生するための加振装置，3次元的に伝搬する弾性波を測定可能なパルスシー
ケンス，得られた 3 次元弾性波画像から貯蔵弾性率と損失弾性率を独立に推定可能な解析
手法を開発した．これらを統合することで粘弾性を広い周波数帯域で正確に測定可能な
MREシステムを臨床用MRIとコンパクトMRIを用いて開発した． 
また，エラストグラフィによる粘弾性測定の定量性や再現性の評価，施設間や機種間の比
較をするために，長期安定性を有し，健常肝から線維症が進行した肝臓を想定した粘弾性を
模擬した複数の高分子ゲルファントムを開発した．ファントムの経時的安定性を確認した
後，MRE と USE の両システムの定量性を評価した．測定手法や装置メーカー，測定モー
ド，測定深度など，各種条件下での測定値を評価し，得られた結果を公開した．また，北米
放射線学会（Radiological Society of North America; RSNA）の quantitative imaging 
biomarkers alliance (QIBA)でのMRE委員会のメンバー，および，日本医学放射線学会や
日本磁気共鳴医学会の Japan-QIBA での MRE 委員会工学系代表委員，および，国際電気
標準会議（International Electrotechnical Commission, IEC）の TC87-WG9 メンバーと
して，エラストグラフィ標準化に向けた活動をする． 
 
４．研究成果 
臨床用MRIを用いて開発したMREシステムにより，30から 200 Hz，コンパクトMRI
を用いて開発したMREシステムにより，200から 500 Hzの弾性波画像を 3次元で測定可
能とした．物理的粘弾性測定装置（レオメータ）による 30 Hz 以下での測定を含めて，広
帯域で粘弾性が測定可能な環境を構築することができた（図 1）．コンパクトMRIを用いた
MREシステムから得られる弾性波画像は，振幅対ノイズ比が低いために従来手法では定量
性の低い結果となるが，開発した解析手法により，定量的に粘弾性が推定可能となった． 
また，アクリルアミドを主鎖とする高分子ゲルの薬品配合量を調整することで，健常肝か
ら線維症が進行した肝臓を想定した粘弾性を模擬した複数のファントムを開発できた（図
2）．ファントムは密閉容器を利用した常温下での保管により，1年半で shear wave speed 
(SWS)の変化は-3.6%の変化であった． 



ファントムを用いてMREと USEの両システムの定量性を評価した（図 3）．測定手法や
装置メーカー，測定モード，測定深度など，各種条件下での測定値を評価し，得られた結果
を公開した．また，北米放射線学会の quantitative imaging biomarkers alliance (QIBA)で
の MRE 委員会のメンバー，および，日本医学放射線学会や日本磁気共鳴医学会の Japan-
QIBA での MRE 委員会工学系代表委員，および，国際電気標準会議（International 
Electrotechnical Commission, IEC）の TC87-WG9 メンバーとして，エラストグラフィ標
準化に向けて得られた成果を共有した． 
 

 
図 1 構築した粘弾性測定環境 
  
 

 
図 2 高分子ゲルファントム 
 
 

 
図 3 ファントムを用いたエラストグラフィシステム間の SWSの比較 
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 ３．学会等名

Mikio Suga

菅幹生

蜂屋弘之, 林優良良，戸田優作, 平田慎之介, 飯島尋子, 碓村将志, 菅幹生，戸田雄一,

Yuri Suganuma, Mikio Suga

日本超音波医学会第31回関東甲信越地方会学術集会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Approach to QIBA Through  Development of Phantom for  Magnetic Resonance Elastography

磁気共鳴と超音波の両エラストグラフィの標準化に向けたファントムの開発

粘弾性ファントム中に種々の加振方法により発生させたShear Waveの観測

Method of Determining Confidence Region in Viscoelasticity Map of MR Elastography

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
The 105th Scientific Assembly and Annual Meeting（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

4th International Symposium on Multimodal Medical Engineering（招待講演）（国際学会）

Mikio Suga

Motosug U

Kromrey M-L, Le Bihan DJ, Ichikawa S, Motosugi U

Takamura T, Motosugi U, Ogiwara M, Sasaki Y, Glaser KJ, Ehman RL, Kinouchi H, Onishi H

The 100th German Radiology Congress（招待講演）（国際学会）

The 105th Scientific Assembly and Annual Meeting（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Development of Phantom for Standardization of Magnetic Resonance and Ultrasound Elastography

MR elastography of the liver: principle and application

Clinical Evaluation of Diffusion-Weighted MRI based Virtual Elastography for the Assessment of Liver Fibrosis

Relationships between Shear Stiffness Measured by Magnetic Resonance Elastography and Perfusion Parameters Measured by
Perfusion Computed Tomography of Meningiomas

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第78回日本医学放射線学会総会（招待講演）

第5回東京腹部画像診断カンファレンス（招待講演）

The 5th International Symposium on Multidisciplinary Computational Anatomy（国際学会）

本杉宇太郎

本杉宇太郎

Mikio Suga

Masashi Usumura, Mikio Suga, Riwa Kishimoto, Takayuki Obata

International workshop on advanced imaging technology & International Forum on Medical Imaging in Asia（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

NAFLD/NASHとMRエラストグラフィ

MRエラストグラフィ：基礎から最近の知見まで

Quantitative Evaluation of Diseased Tissue by Viscoelastic Imaging Systems

Ultrasound-based shear-wave speed measurement on a highly viscous embedded phantom

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第46回日本磁気共鳴医学会大会

第46回日本磁気共鳴医学会大会

日本超音波医学会 第30回関東甲信越地方会学術集会

 ３．学会等名

石井孝樹 , 菅幹生 , 岸本理和，發田英華，小畠隆行

碓村将志, 菅幹生, 岸本理和, 石井孝樹, 山口匡, 田村和輝, 溝口岳, 發田英華, 小畠隆行

Mikio Suga, Fumihiko Nishikido, Masanori Fujiwara, Yoshihiko Kawabata, Taiga Yamaya and Takayuki Obata

碓村将志 , 菅幹生，岸本理和 ，石井孝樹，溝口岳，山口匡，發田英華，小畠隆行

7th conference on PET/MR and SPECT/MR（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

高粘性内包型ファントムを用いたMR Elastographyの空間分解能評価

超音波およびMRエラストグラフィ両用ファントムの開発における縦波音速の調整

Assessment of shielding materials for the add-on PET prototype

MRおよび超音波エラストグラフィ両用ファントムの開発‐散乱体としての酸化アルミニウムの有用性の検討‐

 １．発表者名

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
電子情報通信学会医用画像研究会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本超音波医学会 第30回関東甲信越地方会学術集会

碓村将志, 菅幹生, 岸本理和, 發田英華, 小畠隆行

戸田雄一, 碓村将志, 平田慎之介, 飯島尋子, 菅幹生, 蜂屋弘之

碓村将志, 菅幹生, 岸本理和, 石井 孝樹, 溝口 岳, 田村 和輝, 山口 匡, 發田英華, 小畠隆行

大橋幸司, 菅幹生, 石井孝樹, 岸本理和, Stephan Kannengiesser, 小畠隆行

日本超音波医学会 第30回関東甲信越地方会学術集会

第4回アコースティックイメージング研究会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

異なる粘性を有する超音波およびMRエラストグラフィ両用ファントムを用いた剪断波速度の周波数依存性の検討

生体模擬ファントムの粘弾性がせん断波の伝搬に与える影響の検討

超音波およびMRエラストグラフィ両用ファントムの開発における音響特性の検討

複数周波数MRエラストグラフィにおける撮像時間短縮のための撮像パラメータの検討

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第77回日本医学放射線学会総会（招待講演）

第54回日本肝癌研究会（招待講演）

APPLE 2018 (The 9th Asia-Pacific primary liver cancer expert meeting)（招待講演）（国際学会）

吉満研吾

吉満研吾

吉満研吾

吉満研吾

Global Standard CT Symposium 2018（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

胆道系の画像診断：良悪性の鑑別

臨床に対応した肝癌組織亜分類の推奨

EMW 4：Radiologic Evaluation of Treatment Response

ADCTによる腹部ECV（細胞外容積）解析： 肝＆膵

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

3rd Asia Pacific Liver Imaging Symposium (APLIS) 2018（招待講演）（国際学会）

第38回日本画像医学会（招待講演）

第15回肝胆膵臨床腫瘍カンファレンス（招待講演）

 ３．学会等名

吉満研吾

吉満研吾

吉満研吾

吉満研吾

第46回日本磁気共鳴医学会大会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

肝内胆管細胞癌・肝外胆管癌 update‐画像診断の立場から

肝胆膵の画像診断－最近の話題

MR Elastography for Quantification of Fibrosis

Global Liver Forum Updates (10 recent papers that changed clinical practice)

 １．発表者名

 １．発表者名



2018年

2018年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
ISMRM 25th Annual Meeting & Exhibition（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Joint Annual Meeting ISMRM-ESMRMB（国際学会）

Sasaki Y, Motosugi U, Takamura T, Kevin G, Ehman R, Kumagai H, Kakegawa T, Onishi H

舟山慧, 松田政徳, 本杉宇太郎

Koki Ishii, Mikio Suga, Riwa Kishimoto, Eika Hotta, Takayuki Obata

Kengo Yoshimitsu

第54回日本肝臓学会総会

First international MRE workshop（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Regional Changes in Brain Stiffness with Age Assessed with MR Elastography

肝線維化診断においてＭＲエラストグラフィと肝生検の正診率は同等である

Development of a Tissue-Mimicking Visco-elastic Phantom for Quantitative Assessment of MRE

Factors related to the failure of MR elastography of the liver: multivariate analysis

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2018年

2018年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

8th international liver forum 2017（招待講演）（国際学会）

The 6th International Congress on Magnetic Resonance Imaging (ICMRI 2018) and 23rd Scientific Meeting of KSMRM（招待講演）
（国際学会）

The 6th International Congress on Magnetic Resonance Imaging (ICMRI 2018) and 23rd Scientific Meeting of KSMRM（招待講演）
（国際学会）

Kengo Yoshimitsu

Motosugi U

Motosugi U

Motosugi U

KSMRM-JSMRM Joint Symposium（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Session IV（Breakout 1）HCC / LI-RADS-related issues： Topic 5－Capsule appearance in HCC with gadoxetic acid

Japanese Society of Hepatology Consensus/Evidence-based Guideline

Body MRI Update: Clinical Applications of SIGNA Works in Abdominal Imaging

Gadoxetic acid-induced transient dyspnea and transient severe motion

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 103rd Scientific Assembly and Annual Meeting of Radiological Society of North America（国際学会）

ISMRM 25th Annual Meeting & Exhibition（国際学会）

ISMRM 25th Annual Meeting & Exhibition（国際学会）

 ３．学会等名

Le Bihan D, Ichikawa S, Motosugi U

Omiya Y, Ichikawa S, Motosugi U, Onishi H

Motosugi U

Funayama S, Ichikawa S, Motosugi U, Matsuda M, Katoh R, Onishi H

ISMRM 25th Annual Meeting & Exhibition（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

IVIM virtual MR elastography of the liver

Magnetic resonance elastography for uterine fibroids

MRI in the Cirrhotic liver

Comparison of Diagnostic Performances of Magnetic Resonance Elastography and Serum Markers for Liver Fibrosis Staging

 １．発表者名

 １．発表者名



2018年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
青森EOBプリモビストセミナー（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第24回 肝血流動態・機能イメージング研究会（招待講演）

本杉宇太郎

本杉宇太郎

本杉宇太郎

本杉宇太郎

肝臓画像診断セミナー in  岐阜（招待講演）

第64回日本放射線技術学会関東支部研究発表会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

MRIによる肝線維化診断：DWI，その他.

肝細胞癌診療におけるEOB-MRI の役割と最近の話題

腹部MRI：基礎から応用まで

肝細胞癌診療におけるEOB-MRIの役割と最近の話題

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Advanced Medical Imaging 研究会（招待講演）

第7回 EOB・プリモビストセミナー（招待講演）

第22回 Tokyo Contrast Enhanced Liver MR meeting（招待講演）

本杉宇太郎

本杉宇太郎

本杉宇太郎

本杉宇太郎

第103回 日本消化器病学会総会 第6回国際交流フォーラム「Diagnosis of NASH」（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

各領域研究の進歩「肝臓」

MR Elastography of the liver

MR Elastography of the liver

MR Elastography of the liver for staging liver fibrosis

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2018年

2018年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第24回 肝血流動態・機能イメージング研究会（招待講演）

第25回 Radiology Forum（招待講演）

第45回日本磁気共鳴医学会大会

 ３．学会等名

市川新太郎

石井孝樹, 菅幹生, 岸本理和，發田英華，小畠隆行

本杉宇太郎

市川新太郎

第76回日本医学放射線学会総会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

肝癌診療ガイドライン改定のポイント

MRE用生体模擬ファントムの周波数特性評価

MRI領域におけるRSNA/QIBAの最近の動向

MRエラストグラフィによる肝線維化診断の現況

 １．発表者名

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
電子情報通信学会医用画像研究会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第45回日本磁気共鳴医学会大会

碓村将志, 菅幹生，石井孝樹，岸本理和，發田英華，小畠隆行

大橋幸司, 菅幹生, 石井孝樹, 岸本理和

吉田洋樹，菅幹生

菅沼優里, 菅　幹生, 吉田洋樹

第45回日本磁気共鳴医学会大会

電子情報通信学会医用画像研究会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

適切な散乱体濃度を有するMRおよび超音波エラストグラフィ用ファントムの開発

複数周波数MRエラストグラフィにおける高速撮像法の検討

低磁場MRIを用いたMRエラストグラフィにおける弾性率推定の評価と安全性の検証

0.3T MRIを用いた複数周波数MRエラストグラフィの開発

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

電子情報通信学会医用画像研究会

電子情報通信学会医用画像研究会

第45回 日本磁気共鳴医学会大会,

碓村将志 , 菅幹生，岸本理和 ，小畠隆行

碓村将志 , 菅幹生，岸本理和 ，小畠隆行

掛川貴史, 本杉宇太郎, 佐々木優, 佐藤兼是, 熊谷博司, 坂本肇

小林久人, 市川新太郎, 本杉宇太郎, 掛川貴史, 熊谷博司, 大西洋

第45回 日本磁気共鳴医学会大会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

適切な散乱体濃度を有するMR・超音波エラストグラフィ用ファントム作製とその粘弾性再現性の評価

適切な散乱体濃度を有するMR・超音波エラストグラフィ用ファントム作製とその粘弾性再現性の評価

脳MR elastography（MRE）用加振デバイスの初期検討

C型肝炎患者に対する経口抗ウイルス薬治療（DAA）によりMRエラストグラフィで測定された肝弾性率は低下する

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第45回 日本磁気共鳴医学会大会

第45回 日本磁気共鳴医学会大会

第45回 日本磁気共鳴医学会大会

 ３．学会等名

舟山慧, 本杉宇太郎, 市川新太郎, 掛川貴史, 佐藤兼是, 熊谷博司, 松田政徳, 加藤良平, 大西洋

舟山慧, 玉田大輝, 本杉宇太郎, 掛川貴史, 佐藤兼是, 熊谷博司, 大西洋

佐々木優, 本杉宇太郎, 髙村朋宏, 熊谷博司, 掛川貴史, 大西洋

玉田大輝, 巨瀬亮一, 本杉宇太郎, 巨瀬勝美

第45回 日本磁気共鳴医学会大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

MRエラストグラフィと血清マーカーの肝硬変診断能の比較：手術病理をゴールドスタンダードとして

コンピュータ支援診断によるliver surface nodularityを用いた肝硬変診断：肝左葉および右葉の診断能比較

MRエラストグラフィを用いた脳実質弾性率の加齢性変化

MRIシミュレータに対応した数理ファントムの生成手法の検討

 １．発表者名

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Advanced Medical Imaging 研究会
 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第53回日本肝癌研究会

市川新太郎, 本杉宇太郎, 大栗実彦, 松田政徳, 榎本信幸, 大西洋

舟山慧, 本杉宇太郎, 市川新太郎, 掛川貴史, 佐藤兼是, 熊谷博司, 大西洋

市川新太郎, 本杉宇太郎, 若山哲也, 掛川貴史, 熊谷博司, 大西洋

市川新太郎

第76回 日本医学放射線学会総会

第76回 日本医学放射線学会総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

肝細胞癌定位放射線治療後に生じる放射線性肝障害のリスク評価：MRエラストグラフィを用いた初期検討

MR laparoscopyによる肝形態スコアを用いた肝硬変診断

MRエラストグラフィによる肝細胞癌発生リスクの評価：肝弾性率の変化による層別化

肝細胞癌定位放射線治療後に生じる放射線性肝障害のリスク評価：MRエラストグラフィを用いた初期検討

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



〔図書〕　計6件

2022年

2021年

2020年

2021年

418

328

232

532

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

Springer, Singapore

学研メディカル秀潤社

医学書院

メジカルビュー社

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

Makoto Hashizume, et al.

日本磁気共鳴医学会 安全性評価委員会

一般社団法人 日本肝臓学会

高原 太郎、堀 正明、本杉 宇太郎、吉満研吾他

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

MRI: Quantitative Evaluation of Diseased Tissue by Viscoelastic Imaging Systems

ＭＲＩ安全性の考え方　第３版

肝癌診療マニュアル 第4版

MRI応用自在



2017年

2018年

〔出願〕　計0件

〔取得〕　計1件

 国内・外国の別
2020年 国内

〔その他〕

同左
 権利者

千葉大学フロンティア医工学センター 
https://www.cfme.chiba-u.jp/ 
Japan Quantitative Imaging Biomarker Alliance 
http://www.radiology.jp/j-qiba/

 産業財産権の種類、番号  取得年
特許、特願2016-206251

 産業財産権の名称  発明者
ファントムの製造方法及びこれにより製造されるファントム 国立大学法人千葉大

学

インナービジョン

誠文堂新光社

113

304

 ２．出版社

 ２．出版社

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

インナービジョン 第32巻第9号(担当：QIBAにおけるエラストグラフィ標準化への取り組み，pp.35-37)

多元計算解剖学の基礎と臨床への応用（担当：多元計算解剖学の基礎と臨床への応用， pp.192-199）

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

菅幹生

菅幹生(編著：橋爪誠)

 ３．書名

 ３．書名



６．研究組織

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関

研
究
分
担
者

市川　新太郎

(Ichikawa Shintaro)

(20456479)

山梨大学・大学院総合研究部・助教

(13501)

研
究
分
担
者

本杉　宇太郎

(Motosugi Utaro)

(50377579)

山梨大学・大学院総合研究部・准教授

(13501)

研
究
分
担
者

森阪　裕之

(Morisaka Hiroyuki)

(70456482)

山梨大学・大学院総合研究部・講師

(13501)

研
究
分
担
者

吉満　研吾

(Yoshimitsu Kengo)

(20274467)

福岡大学・医学部・教授

(37111)

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考


